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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　内部開口に信号端子及び電源端子を含む複数のコンタクト端子が装着されるコンタクト
端子装着部と、前記複数のコンタクト端子に接続される電線の保持部とを有する本体ハウ
ジングと、
　前記コンタクト端子装着部及び前記電線の保持部を覆い、かつ前記電線を外部へ導出し
た状態で前記本体ハウジングに取り付けられるカバーハウジングと、を備えた電気コネク
タにおいて、
　前記本体ハウジングは、前記電線の保持部に、
　前記電線を結束する結束具が嵌入される結束具保持部と、
　締結具によって前記電線と前記本体ハウジングとを一体に締結するための締結具保持部
が形成され、
　前記結束具保持部には、前記結束具の両側に第１側壁及び第２側壁が形成されており、
　前記結束具は、前記第１側壁及び前記第２側壁により挟持されることで、前記電線の延
伸された軸方向に固定され、且つ、前記締結具は、前記締結具保持部に前記電線と一体に
締結されることで、前記電線が前記締結具保持部の周方向に固定されていることを特徴と
する電気コネクタ。
【請求項２】
　前記電線の保持部は、前記本体ハウジングの前記コンタクト端子装着部の軸方向に対し
て横方向に突出して形成されていることを特徴とする請求項１に記載の電気コネクタ。
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【請求項３】
　前記カバーハウジングの内側には、前記締結具により前記電線と一体に締結された前記
締結具保持部が前記締結具とともに収容される部分を有し、
　前記収容される部分には、前記締結具が嵌まり込み、位置固定される固定部が形成され
ていることを特徴とする請求項１又は２に記載の電気コネクタ。
【請求項４】
　前記電線の保持部は、前記結束具保持部及び前記締結具保持部が互いに隣接して形成さ
れていることを特徴とする請求項１～３のいずれかに記載の電気コネクタ。
【請求項５】
　前記締結具保持部は前記締結具が挿通される貫通孔が少なくとも１つ形成されているこ
とを特徴とする請求項１～４のいずれかに記載の電気コネクタ。
【請求項６】
　前記締結具保持部は、前記電線を圧接するための複数の突起が形成されていることを特
徴とする請求項１～５のいずれかに記載の電気コネクタ。
【請求項７】
　前記複数のコンタクト端子は少なくとも１つのユニットハウジングに装着され、前記ユ
ニットハウジングが前記本体ハウジングの前記コンタクト端子装着部に装着されているこ
とを特徴とする請求項１に記載の電気コネクタ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、電線の引き回し負荷等を抑制した電気コネクタに関し、詳しくは、電線を結
束する結束具と、電線と本体ハウジングを一体に締結する締結具を備えた電気コネクタに
関する。
【背景技術】
【０００２】
　コネクタが抜き差しされる方向から９０°横方向にずれて電線が引出されたようなコネ
クタでは、電線に引張り応力が加わると、この引張り応力がコネクタ端子に直接伝達され
てしまうことがある。この引張り応力が強くなると、コネクタ端子と電線との接続が外れ
たり、コネクタ端子がハウジング内に装着されているランスと称される部分が変形し、コ
ネクタ端子とハウジングとの間の装着が外れ、コネクタ端子がハウジングから抜けてしま
うという不都合があった。
【０００３】
　これらの不都合を解消するために、従来では、コネクタ端子に引張り応力が直接加わら
ないようにするため、下記特許文献１に示すような特殊形状の固定具を用いて電線をハウ
ジングに固定する方法や、下記特許文献２に示すようなコネクタハウジングの背面にカバ
ーを取付け、電線を一旦屈曲させた後に後方へ引出すようにする方法が用いられている。
しかし、これらの電気コネクタは、何れも予め電線を固定するのに特殊な金具、或いは特
殊形状の保持具をコネクタハウジングとは別に用意する必要があり、しかも、ハウジング
はこれらの特殊金具等を取付けできるように特殊な形状に成形加工する必要があった。こ
のため、特殊金具等をハウジングへ取付ける取付け作業が面倒であるばかりか、金具及び
それを固定する部品等を必要とするため、部品点数が多くなり、更にハウジングの成形加
工が面倒なためにコネクタの製造コストが高価になる等の課題があった。
【０００４】
　このような課題を解決するために、下記特許文献３には、電線保持機構を備えた電気コ
ネクタの発明が開示されている。下記特許文献３に記載された電線保持機構を備えた電気
コネクタでは、図１１に示したように、内部開口に複数のコネクタ端子が装着され且つ該
端子に接続される電線が引出される電線引出面を有するコネクタ本体５０と、この電線引
出面を覆い且つ電線を外部へ導出した状態でコネクタ本体５０に装着されるカバーキャッ
プ５１と、このカバーキャップ壁面に設けた電線保持機構とを備え、電線保持機構は、カ
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バーキャップ５１の電線５４の引出し開口に近接する位置に、電線結束具の帯状片５５が
挿入される幅を有する溝５２、５３で形成されている。
【０００５】
　このような構成とすることで、下記特許文献３の電気コネクタでは、溝５２、５３は、
カバーキャップ５１の壁面に電線結束具の帯状片５５が挿入される幅に形成され、この溝
５２、５３に電線結束具の帯状片５５が挿入され固定される。これにより、溝の形状がシ
ンプルになり、溝の成形が簡単になるとされている。その結果、下記特許文献３に記載の
電気コネクタによれば、特殊な電線保持具を使用しなくても、電線保持機構の構造を簡単
化できると共に、コネクタハウジングへの取付け作業を簡単にして取付け工数を少なくし
、且つ製造コストの低廉化を図ることができるとされている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
【特許文献１】実開昭６３－００３０７６号公報
【特許文献２】特開平１１－３２９５７４号公報
【特許文献３】特開２００３－１７３８４３号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　しかし、上記特許文献３に示されている電線保持機構を備えた電気コネクタでは、プラ
グとリセプタクルが嵌合される部分と同じ幅の空間内に電線結束具を収容するため、嵌合
する軸方向に外形サイズを広げる必要があり電気コネクタ自体が大きくなってしまうとい
う課題がある。また、使用時の電線引き回し負荷がカバーキャップに直接かかってしまう
ため、破壊等のおそれがあり、信頼性が失われることがあるが、これを補うためカバーキ
ャップの強度を確保しようとすると、プラグ本体との係止箇所を多く形成する（上記特許
文献３に記載のものでは５箇所）必要があり、製造コストが高くなってしまうという課題
もある。
【０００８】
　そこで、本発明者らは、これらの課題を解決するために種々検討を重ねた結果、結束具
を用いて電線を結束するとともに、電気コネクタの本体ハウジングとを、電線に取り付け
られたコンタクト端子をあらかじめ本体ハウジングのコンタクト接続部に装着させてから
締結具で一体に締結すること、並びにこの結束具を保持する結束具保持部及び締結具を締
結させる締結具保持部を本体ハウジングのコンタクト装着部の軸方向から横にずらして形
成することで上記課題が解決できることを見出し、本発明を完成させるに至ったものであ
る。
【０００９】
　すなわち、本発明の目的は、従来のコネクタに比べ、小型であり、強い電線の引き回し
負荷にも耐え得る信頼性の高い、電線を結束する結束具と電線と本体ハウジングを一体に
締結する締結具とを備えた電気コネクタを提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　上記課題を解決するために、本発明の第１の態様の電気コネクタは、
　内部開口に信号端子及び電源端子を含む複数のコンタクト端子が装着されるコンタクト
端子装着部と、前記複数のコンタクト端子に接続される電線の保持部とを有する本体ハウ
ジングと、
　前記コンタクト端子装着部及び前記電線の保持部を覆い、かつ前記電線を外部へ導出し
た状態で前記本体ハウジングに取り付けられるカバーハウジングと、
を備えた電気コネクタにおいて、
　前記本体ハウジングは、前記電線の保持部に、
　前記電線を結束する結束具が嵌入される結束具保持部と、
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　締結具によって前記電線と前記本体ハウジングとを一体に締結するための締結具保持部
が形成され、
　前記結束具保持部には、前記結束具の両側に第１側壁及び第２側壁が形成されており、
　前記結束具は、前記第１側壁及び前記第２側壁により挟持されることで、前記電線の延
伸された軸方向に固定され、且つ、前記締結具は、前記締結具保持部に前記電線と一体に
締結されることで、前記電線が前記締結具保持部の周方向に固定されていることを特徴と
する。
【００１１】
　また、第２の態様の電気コネクタは、前記第１の態様の電気コネクタにおいて、
　前記電線の保持部は、前記本体ハウジングの前記コンタクト端子装着部の軸方向に対し
て横方向に突出して形成されていることを特徴とする。
【００１２】
　また、第３の態様の電気コネクタは、前記第１又は２の態様の電気コネクタにおいて、
前記カバーハウジングの内側には、前記締結具により前記電線と一体に締結された前記締
結具保持部が前記締結具とともに収容される部分を有し、
　前記収容される部分には、前記締結具が嵌まり込み、位置固定される固定部が形成され
ていることを特徴とする。
【００１３】
　また、第４の態様の電気コネクタは、前記第１～３のいずれかの態様の電気コネクタに
おいて、前記電線の保持部は、前記結束具保持部及び前記締結具保持部が互いに隣接して
形成されていることを特徴とする。
【００１４】
　また、第５の態様の電気コネクタは、前記第１～４のいずれかの態様の電気コネクタに
おいて、前記締結具保持部は前記締結具が挿通される貫通孔が少なくとも１つ形成されて
いることを特徴とする。
【００１５】
　また、第６の態様の電気コネクタは、前記第１～５のいずれかの態様の電気コネクタに
おいて、前記締結具保持部は、前記電線を圧接するための複数の突起が形成されているこ
とを特徴とする。
【００１６】
　また、第７の態様の電気コネクタは、前記第１の態様の電気コネクタにおいて、前記複
数のコンタクト端子は少なくとも１つのユニットハウジングに装着され、前記ユニットハ
ウジング前記が本体ハウジングの前記コンタクト端子装着部に装着されていることを特徴
とする。
【発明の効果】
【００１７】
　本発明の第１の態様の電気コネクタでは、電線は結束具が結束され、この結束具が結束
具保持部に嵌入され、且つ締結具により本体ハウジングに形成された締結具保持部と一体
に締結されている。そのため、第１の態様の電気コネクタによれば、電線は、結束具と締
結具の２箇所で本体ハウジング内に支持されるため、電線が引き回される際の引っ張り等
の負荷が、コンタクト端子に伝わることが大きく抑制され、高い強度を確保することが可
能となる。そして、電線引き回し時の負荷が、カバーハウジングの破壊方向に直接作用し
なくなるため、本体ハウジングに装着されるカバーハウジングの装着手段を、従来と比べ
て簡略化、例えば、係止箇所を少なくすることなどが可能となり、製造コストを削減する
ことができると共に、信頼性を高めることができる。また、結束具保持部は、電線の保持
部に形成された側壁で両側が囲まれており、結束具はこの側壁の間に配置され、移動が阻
まれるので、電線が引き回される際の引っ張り等の負荷が、コンタクト端子に伝わること
がさらに大きく抑制され、より高い強度を確保することが可能となる。
【００１８】
　また、第２の態様の電気コネクタによれば、電線の保持部としての電線に結束された結
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束具が嵌入される結束具保持部及び締結具により電線が本体ハウジングに一体に締結され
る締結具保持部を、本体ハウジングのコンタクト端子装着部の軸方向から横方向に突出さ
せて形成することで、本体ハウジングのコンタクト端子装着部内に電線の保持部を形成す
る必要がなくなるので、コネクタの高さを低くし、また、コネクタの幅を狭く形成するこ
とができ、コネクタの小型化及び省スペース化を図ることができる。
【００１９】
　また、第３の態様の電気コネクタによれば、電線を結束した結束具を収容した結束具保
持部及び電線と共に締結具により締結された締結具保持部をカバーハウジングに収容する
ことで、移動やずれが生じるのを抑制することができる。
【００２０】
　また、第４の態様の電気コネクタによれば、結束具保持部と締結部保持部は互いに隣接
して形成されて電線の保持部が形成されているので、電線の保持部は効率よく配置ができ
、省スペースを図ることができる。
【００２１】
　また、第５の態様の電気コネクタによれば、締結具保持部には締結具が挿通される貫通
孔が形成されているから、この貫通孔に締結具を挿通させれば電線を締結具保持部に締結
させることができるので、電線と本体ハウジングとの一体締結を確実に且つより強固に行
うことができる。
【００２２】
　また、第６の態様の電気コネクタによれば、電線と締結保持部とが締結されるとき、締
結保持部の電線保持部に形成された複数の突起が締結具によって電線と圧接され、この突
起が電線に食い込むことで電線の保持強度を確保し、抜け止めが可能となる。
【００２３】
　また、第７の態様の電気コネクタによれば、複数のコンタクト端子のうちから必要に応
じて少なくとも１つのユニットを形成し、形成されたユニットごとにユニットハウジング
にあらかじめ装着しておき、このユニットハウジングを本体ハウジングに装着するように
することで、コンタクト端子の一つ一つを本体ハウジングに装着するよりも効率的に作業
をすることができる。また、ユニットハウジングを本体ハウジングと異なる材料及び部材
で形成することができるので、本体ハウジングを薄型に形成しても装着が容易となり、コ
ネクタ全体の薄型化が可能となる。さらに、複数のコンタクト端子をユニットに分ける際
のバリエーションを多様化することができるので、ユニットハウジングにおける嵌合位相
差や穴塞ぎ等の構成を組替えることで使用者の様々な要求に柔軟且つ迅速に対応すること
ができる。なお、複数のコンタクト端子の中でも、信号コンタクト端子は用いられる構成
において、より多くのバリエーションが考えられるので、信号コンタクトにユニットハウ
ジングを用いるようにするとより好ましい。
【図面の簡単な説明】
【００２４】
【図１】図１Ａは本発明の実施形態に係る電気コネクタと電気コネクタに接続されるリセ
プタクルを示した斜視図であり、図１Ｂは電気コネクタとリセプタクルが接続した状態を
示した斜視図である。
【図２】図２は図１の電気コネクタ及びリセプタクルの分解斜視図である。
【図３】図３Ａは本体ハウジングの正面斜視図であり、図３Ｂは本体ハウジングの裏面斜
視図である。
【図４】図４Ａはカバーハウジングの上方から見た正面斜視図であり、図４Ｂはカバーハ
ウジングの下方から見た正面斜視図である。
【図５】図５Ａは結束具及び締結具を引き伸ばした状態を示した斜視図であり、図５Ｂは
結束具の結束状態及び締結具の締結状態を示した斜視図である。
【図６】図６Ａは電線の斜視図であり、図６Ｂは電線に結束具を取り付けた状態を示した
斜視図である。
【図７】図７Ａは本体ハウジングと電線の装着を説明する斜視図であり、図７Ｂは図７Ａ
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の続きを説明する斜視図であり、図７Ｃは図７Ｂの続きを説明する斜視図である。
【図８】図８Ａは図７Ｃを裏側から見た斜視図であり、図８Ｂは図８ＡのVIIIB‐VIIIB線
での断面図であり、図８Ｃは図８ＡのVIIIC‐VIIIC線での断面図である。
【図９】図９は電線が取り付けられた本体ハウジングにカバーハウジングを装着させる状
態を示した斜視図である。
【図１０】図１０Ａは電線とユニットハウジングを示した斜視図であり、図１０Ｂは電線
の信号端子にユニットハウジングを装着した状態を示した斜視図である。
【図１１】図１１Ａ～図１１Ｃは従来の電気コネクタを示した図である。
【発明を実施するための形態】
【００２５】
　以下、図面を参照して本発明の実施形態を説明する。但し、以下に示す実施形態は、本
発明の技術思想を具体化するための電気コネクタを例示するものであって、本発明をこれ
に特定することを意図するものではなく、特許請求の範囲に含まれるその他の実施形態の
ものにも等しく適応し得るものである。
【００２６】
　図１～図９を参照して、実施形態にかかる電気コネクタについて説明する。図１及び図
２に示すように、実施形態にかかる電気コネクタ１０は、他の機器等に設けられたリセプ
タクル２９と着脱自在に接続できるリセプタクル装着部１６を有し、リセプタクル２９が
抜き差しされる方向からずれた方向、例えば横方向に向かって電線４０が引出されて構成
されている。
【００２７】
　電気コネクタ１０は、電線４０に取り付けられた複数のコンタクト端子４２が装着され
るコンタクト端子装着部１７を有する本体ハウジング１１と、本体ハウジング１１に装着
された複数のコンタクト端子４２と電線４０の一部を覆うカバーハウジング３０と、電線
４０を結束する結束具４４と、電線４０と本体ハウジング１１とを一体に締結させる締結
具４５とで構成されている。以下、各構成部品について説明する。
【００２８】
　図３を参照して本体ハウジングについて説明する。本体ハウジング１１は、扁平なブロ
ック状のハウジング部１２と電線保持部１８とで構成されている。ハウジング部１２は、
上壁面１２ａ、下壁面１２ｂ、左側壁面１２ｃ及び右側壁面１２ｄを有し、これらの壁面
のうちの一面、例えば右側壁面１２ｄに電線保持部１８が突出して形成されている。また
、ハウジング部１２の内部には、複数のコンタクト端子４２が装着されるコンタクト端子
装着部１７が形成されている。
【００２９】
　ハウジング部１２の上壁面１２ａには、リセプタクル２９と装着されるとき、リセプタ
クル２９が着脱自在に掛止される掛止部１３ａが２箇所に設けられた可動板１３となって
おり、この可動板１３は、端部に形成された押圧部１３ｂを押圧することで可動し、リセ
プタクル２９との掛止状態を解除できるようになっている。
【００３０】
　また、ハウジング部１２の左側壁面１２ｃには、カバーハウジング３０が装着されると
き、後述するカバーハウジング３０の第１係止片３３ａ（図４参照）が案内される第１案
内溝１４ａと、第１係止片３３ａに形成された第１係止溝３４ａが係止される係止突起１
５ａが形成されている。
【００３１】
　ハウジング部１２の正面１２ｅには、リセプタクル２９が装着されるリセプタクル装着
部１６が形成され、ハウジング部１２の裏面１２ｆには内部に形成されたコンタクト端子
装着部１７にコンタクト端子４２が装着される複数の開口１７ａが形成され、正面１２ｅ
のリセプタクル装着部１６にまで連通されている。
【００３２】
　ハウジング部１２の右側壁面１２ｄに突出して形成されている電線保持部１８は、ハウ
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ジング部１２の上壁面１２ａ及び下壁面１２ｂの一部分から延長されて形成された上壁部
１８ａ及び下壁部１８ｂと、ハウジング部１２の右側壁面１２ｄの中途部分からと略直角
に延設された正面部１８ｅと、電線４０が挿入される電線挿通孔１９が形成された側壁部
１８ｃとで囲まれて構成されている。また、正面部１８ｅと対向する裏面部１８ｆは開放
されており、電線４０が配置される部分となっている。
【００３３】
　電線保持部１８は、略中央で２つに分かれて構成され、ハウジング部１２から延設され
内部に電線４０を結束させる結束具４４が保持される結束具保持部２０と、結束具保持部
２０の先に形成され電線４０と本体ハウジング１１が締結される締結具保持部２１とが設
けられている。
【００３４】
　結束具保持部２０は、内側に電線４０が挿通され、電線４０に取り付けられた結束具が
嵌入される部分となる。結束具保持部２０の結束具４４が嵌入される部分は、結束具４４
の留め具４７の部分が嵌入するような大きさに形成され、その両側には、第１側壁２０ａ
及び第２側壁２０ｂが形成され、嵌入された留め具４７により電線４０の移動及びずれが
生じることを抑制するようにされている。また、結束具保持部２０の外側の上壁部１８ａ
及び下壁部１８ｂには、カバーハウジング３０の第２係止片３３ｂ及び第３係止片３３ｃ
（図４参照）が案内される第２案内溝１４ｂ及び第３案内溝１４ｃと、第２係止片３３ｂ
及び第３係止片３３ｃに形成された第２係止溝３４ｂ及び第３係止溝３４ｃ（図４参照）
が係止される第２係止突起１５ｂ及び第３係止突起１５ｃがそれぞれ形成されている。す
なわち、本体ハウジング１１には、３箇所の係止溝及び係止突起が形成されている。
【００３５】
　一方、締結具保持部２１は、正面部１８ｅから裏面部１８ｆにかけて締結具４５が挿通
される第１貫通孔２２及び第２貫通孔２３が上壁部１８ａ側と下壁部１８ｂ側との２箇所
に形成されており、これらの第１及び第２貫通孔２２、２３に挟まれた部分が締結具４５
によって締結される締結部２４となる。また、締結具保持部２１の内側には、挿通される
電線４０が支持される半円状の２つの第１支持部２５及び第２支持部２６が形成され、こ
れらの第１及び第２支持部２５、２６に挟まれた部分には複数個の突起２７が形成された
圧着部２８が形成されている。
【００３６】
　なお、実施形態では、貫通孔は２箇所に設けているが、これに限らず、本体ハウジング
と一体に締結可能であれば１箇所でもよい。
【００３７】
　次に、図４を参照してカバーハウジングを説明する。カバーハウジング３０は、正面３
０ｅが開放された扁平の箱状体で形成され、上面３０ａ、下面３０ｂ、左側面３０ｃ、右
側面３０ｄ及び裏面３０ｆで構成されている。そして、カバーハウジング３０は、本体ハ
ウジング１１のハウジング部１２と電線保持部１８とを覆うことができるような大きさで
形成され、また、カバーハウジング３０の内部は、本体ハウジング１１が収容される空間
が形成され、ハウジング部１２と電線保持部１８とが収容される部分では異なる構造で形
成されている。
【００３８】
　カバーハウジング３０のハウジング部１２が収容される部分３０Ａの上面３０ａは、本
体ハウジング１１のハウジング部１２の上壁面１２ａに形成された可動板１３が侵入可能
な切り欠き部３１が、上面３０ａの奥行き方向の半分程度に渡って形成されている。また
、カバーハウジング３０の上面３０ａの奥行き方向の残りの部分には、楔状の突起３２が
形成されており、この楔状の突起３２に使用者が手又は指を添えることで、電気コネクタ
１０とリセプタクル２９の着脱を効率的に行うことができる。
【００３９】
　また、カバーハウジング３０の左側面３０ｃの内側には、中央部に第１係止溝３４ａが
形成された第１係止片３３ａが設けられており、ハウジング部１２の左側壁面１２ｃに形
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成された第１案内溝１４ａを通り、第１係止突起１５ａ（図３参照）と係止される部分と
なる。また、カバーハウジング３０の右側面３０ｄには、電線４０が挿通される電線挿通
孔３５が設けられており、この電線挿通孔３５は、カバーハウジング３０の右側面３０ｄ
に略Ｕ字状に形成されている。
【００４０】
　カバーハウジング３０の電線保持部１８の結束具保持部２０が収容される部分３０Ｂに
は、結束具保持部２０の上壁部１８ａ及び下壁部１８ｂにそれぞれ形成された第２及び第
３案内溝１４ｂ、１４ｃを通り、第２及び第３係止突起１５ｂ、１５ｃ（図３参照）と係
止される中央に第２係止溝３４ｂ、第３係止溝３４ｃが形成された第２係止片３３ｂ、第
３係止片３３ｃがそれぞれ設けられている。すなわち、実施形態のカバーハウジング３０
には、係止片及び係止溝が３箇所設けられている。また、カバーハウジング３０の結束具
４４が収容される部分は上下がやや狭く形成されており、結束具４４が収容されたとき、
移動やずれが生じるのを抑制することができる。
【００４１】
　また、カバーハウジング３０の電線保持部１８の締結具保持部２１が収容される部分３
０Ｃには、締結具保持部２１が電線４０を締結した締結具４５とともに収容される空間と
なっている。このとき、カバーハウジング３０の内側の締結具４５が接する部分には、締
結具４５が嵌まり込み締結具４５の位置固定する固定部３６が形成されている。
【００４２】
　そして、カバーハウジング３０には、本体ハウジング１１に形成された第１支持部２５
及び第２支持部２６に対応するように、それぞれ第１支持部３７及び第２支持部３８が形
成されており、本体ハウジング１１とカバーハウジング３０が装着されたとき、これらの
支持部の間に、電線４０が挟まれるようになる。
【００４３】
　次に、図５を参照して結束具及び締結具について説明する。本実施形態の結束具４４及
び締結具４５は、同じ形状のものが用いられており、所定の幅及び厚さを有する可撓性の
帯条片４６からなり、この帯条片４６の先端４６ａに方形枠状等の留め具４７が設けられ
、片面には留め具４７から先端４６ａに向けて鋸歯状に多数の係止縁４８が形成されてい
る。留め具４７は帯条片４６を挿通可能であるとともに、その開口縁には任意の係止縁４
８を係止するフック爪４９が形成されている。なお、結束具及び締結具は異なる形状のも
のを使用してもよい。
【００４４】
　次に、図６Ａを参照して電線について説明する。電線４０は、ケーブル例えば多芯ケー
ブルを含み、既に公知のものであって、内部に複数のリード線４１を有し、これらリード
線４１は外皮により覆われている構造を有する。電線４０の先端には信号端子４２ａ及び
電源端子４２ｂからなる複数のコンタクト端子４２が取り付けられており、これらの複数
のコンタクト端子４２が本体ハウジング１１の内部のコンタクト端子装着部１７にそれぞ
れ装着されることになる。
【００４５】
　次に、図１、図２及び図６～図９を参照して実施形態に係る電気コネクタ１０の組み立
てについて説明する。まず、図６Ｂに示すように電線４０に結束具４４を取り付け、複数
のリード線４１が集められている電線４０を結束させる。このときの結束具４４の取り付
ける場所は、本体ハウジング１１の結束具保持部２０に結束具４４が嵌入される位置に行
われる。また、この結束具４４の取り付けは、図６Ｂに示すように、結束具４４の帯条片
４６を、電線４０を巻き込むようにして、結束具４４の先端４６ａを留め具４７に挿入さ
せ、電線４０を固く締め付けるように絞り上げて、結束具４４の任意の係止縁４８とフッ
ク爪４９を係止させる。係止させた後、結束具４４の留め具４７からはみ出した部分の帯
条片４６を切断して電線４０の結束が完了する。このとき、結束具４４の留め具４７がカ
バーハウジング３０の装着される側と反対側に設けられるようにする。
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【００４６】
　次に、図７及び図８に示すように、本体ハウジング１１に電線４０を装着させる。この
装着は、電線４０に取り付けられた信号端子４２ａ及び電源端子４２ｂからなる複数のコ
ンタクト端子４２を、本体ハウジング１１の内部に形成されたコンタクト端子装着部１７
にそれぞれ装着させる。このとき、電線４０を結束させた結束具４４の留め具４７が本体
ハウジング１１の結束具保持部２０の第１側壁２０ａ及び第２側壁２０ｂの間に嵌入させ
る（図７Ｂ、図８Ｂ参照）。
【００４７】
　次に、締結具４５を用いて本体ハウジング１１と電線４０を締結させる。まず、電線４
０を本体ハウジング１１に形成された電線保持部１８の締結具保持部２１の圧着部２８に
接触させて配置させる。その後、締結具保持部２１に形成された第２貫通孔２３から締結
具４５の先端４６ａを締結具保持部２１の正面部１８ｅ側から挿入し、締結具保持部２１
の締結部２４と電線４０とを一体にして巻き込むようにしてから、引続き第１貫通孔２２
から締結具４５の先端４６ａを締結具保持部２１の裏面部１８ｆ側から再度挿入させる。
そして、締結具４５の先端４６ａを留め具４７に挿入させ、締結具保持部２１の締結部２
４と電線４０を固く固定させるように絞り上げて、締結具４５の任意の係止縁４８とフッ
ク爪４９を係止させる（図７Ｃ及び図８Ｃ参照）。係止縁４８とフック爪４９を係止させ
た後、締結具４５の留め具４７からはみ出した部分の帯条片４６を切断して締結具保持部
２１と電線４０の締結が完了する。
【００４８】
　本体ハウジング１１と電線４０とが締結された後、本体ハウジング１１にカバーハウジ
ング３０を装着させる。この装着は、図９に示すように、本体ハウジング１１の裏面１２
ｆ側からカバーハウジング３０の正面３０ｅの開放された部分を挿入させ、本体ハウジン
グ１１の左側壁面１２ｃと電線保持部１８の結束具保持部２０の上壁部１８ａ及び下壁部
１８ｂに形成された第１～第３案内溝１４ａ～１４ｃに沿ってカバーハウジング３０の対
応する第１～第３係止片３３ａ～３３ｃを滑らせ、それぞれの第１～第３係止片３３ａ～
３３ｃに形成された第１～第３係止溝３４ａ～３４ｃに、本体ハウジング１１の対応する
それぞれの第１～第３係止突起１５ａ～１５ｃを係止させることで行われる（図３及び図
４参照）。そして、本体ハウジング１１のハウジング部１２、結束具保持部２０及び締結
具保持部２１がカバーハウジング３０に設けられた各収容される部分３０Ａ～３０Ｃに収
容される。
【００４９】
　以上で、実施形態にかかる電気コネクタの組み立てが完了し、図１に示すように、この
電気コネクタをリセプタクル等と接続して使用される。
【００５０】
　このようにすることで、電線４０と本体ハウジング１１との一体締結を確実に且つより
強固に行うことができ、さらに、結束具保持部２０内で固定された結束具４４と締結具保
持部２１で電線４０が一体に締結された締結具４５とにより、電線４０が引き回される際
の引っ張り等の負荷が、コンタクト端子４２に伝わることが抑制され、高い強度を確保す
ることが可能となる。このとき、締結具保持部２１の内側の圧着部２８に形成された複数
の突起２７が、電線４０に食い込むことで、より高い保持強度を確保することができ電線
が移動したり外れたりすることを抑制することができる。
【００５１】
　このとき、実施形態にかかる電気コネクタ１０では、電線保持部１８が、本体ハウジン
グ１１のハウジング部１２の軸方向から横方向に突出させて形成されていることで、本体
ハウジング１１のハウジング部内に電線保持部１８を形成する必要がなくなるため、電気
コネクタ１０の高さを低くして形成することができる。さらにまた、電気コネクタの幅を
狭くして形成することもできるので、電気コネクタの小型化及び省スペース化を図ること
ができる。
【００５２】
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　さらに、実施形態にかかる電気コネクタ１０では、電線４０と本体ハウジング１１が一
体に締結されているため、電線引き回し時の負荷が、カバーハウジング３０の破壊方向に
直接作用しないため、本体ハウジング１１に装着されるカバーハウジング３０の装着手段
である係止箇所を、従来例（上記特許文献３参照）では５箇所必要なところ実施形態では
３箇所にすることが可能となり、製造コストを削減することができると共に、信頼性を高
めることができるようになる。
【００５３】
　なお、上記実施形態では、複数のコンタクト端子を本体ハウジングに装着させるのに各
端子をそれぞれ装着するようにしているが、これに限らず、図１０に示すような、ユニッ
トハウジングを用いるようにしてもよい。すなわち、複数のコンタクト端子４２を、１つ
又は複数のユニットにわけ、このユニットごとに装着できるようなユニットハウジング４
３を設ける。このようにすることで、複数のコンタクト端子４２をあらかじめ製造された
ユニットハウジング４３に装着させることで、本体ハウジング１１へのコンタクト端子４
２の装着を容易に行うことができるようになる。また、ユニットハウジングを本体ハウジ
ングと異なる材料及び部材で形成することができるので、本体ハウジングを薄型に形成し
ても装着が容易となり、コネクタ全体の薄型化が可能となる。さらに、複数のコンタクト
端子をユニットに分ける際のバリエーションを多様化することができるので、ユニットハ
ウジングにおける嵌合位相差や穴塞ぎ等の構成を組替えることで使用者の様々な要求に柔
軟且つ迅速に対応することができるようになる。
【符号の説明】
【００５４】
１０…電気コネクタ　１１…本体ハウジング　１２…ハウジング部　１２ａ…上壁面　１
２ｂ…下壁面　１２ｃ…左側壁面　１２ｄ…右側壁面　１２ｅ…正面　１２ｆ…裏面　１
３…可動板　１４ａ～１４ｃ…第１～第３案内溝　１５ａ～１５ｃ…第１～第３係止突起
　１６…リセプタクル装着部　１７…コンタクト端子装着部　１８…電線保持部　１９…
電線挿通孔　２０…結束具保持部　２０ａ…第１側壁　２０ｂ…第２側壁　２１…締結具
保持部　２２…第１貫通孔　２３…第２貫通孔　２４…締結部　２７…突起　２８…圧着
部　２９…リセプタクル　３０…カバーハウジング　３３ａ～３３ｃ…第１～第３係止片
　３４ａ～３４ｃ…第１～第３係止溝　３５…電線挿通孔　４０…電線　４２…コンタク
ト端子　４２ａ…信号端子　４２ｂ…電源端子　４３…ユニットハウジング　４４…結束
具　４５…締結具　
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